
地
方

地
方
分
権
改
革
有
識
者

分
権
改
革
有
識
者
会
議

会
議
地
域
交
通
部
会

地
域
交
通
部
会

地
方

地
方
分
権
改
革
有
識
者

分
権
改
革
有
識
者
会
議

会
議
地
域
交
通
部
会

地
域
交
通
部
会

（2
01

3/
7/

3）

自
家
用
有
償
運
送
制
度
に
関
す
る

自
家
用
有
償
運
送
制
度
に
関
す
る

自
家
用
有
償
運
送
制
度
に
関
す
る

自
家
用
有
償
運
送
制
度
に
関
す
る

現
状
認
識
と

現
状
認
識
と
今
後
の
方
向
性

今
後
の
方
向
性

識識
方方

～
地
域
の
、
地
域
に
よ
る
、
地
域
の
た
め
の

～
地
域
の
、
地
域
に
よ
る
、
地
域
の
た
め
の

『『お
で
か
け
手
段

お
で
か
け
手
段
』』を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
に
～

を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
に
～

『『お
で
か
け
手
段

お
で
か
け
手
段
』』を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
に

を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
に

地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ

サ
地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ

サ
地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
准

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
准
教
授

教
授

国
土
交
通
省
交
通
政
策
審
議
会
委
員

国
土
交
通
省
交
通
政
策
審
議
会
委
員

加
藤
加
藤
博
和
博
和

ht
tp
:/
/

ht
tp
:/
/o
ri
en
t.
ge

nv
.n
ag

oy
a

or
ie
nt
.g
en
v.
na

go
ya

‐‐u
.a
c.
jp
/k
at
o/
bu

s/
in
de
x.
ht
m

u.
ac
.jp

/k
at
o/
bu

s/
in
de
x.
ht
m

加
藤
博
和

検
索
検
索


「お
で
か
け
」の
確
保
は
自
治
体
に
と
っ
て
重
要
、
か
つ
取
り
組
む
べ
き
課

題
（国
で
は
細
か
い
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
本
来
的
に
で
き
な
い
）


そ
の
た
め
に
、
特
に
前
向
き
な
自
治
体
に
つ
い
て
そ
の
裁
量
を
増
大
す
る

こ
と
に
全
く
疑
問
は
な
い
。
ム
ダ
な
手
続
き
も
ど
ん
ど
ん
省
く
べ
き

か
な
が
ら
既
自
治
体
自
ら
が
「
お
か
け
確
保
策
を
実
施
す
る


し
か
し
な
が
ら
、
既
に
自
治
体
自
ら
が
「
お
で
か
け
」確
保
策
を
実
施
す
る

た
め
の
制
度
ツ
ー
ル
は
か
な
り
準
備
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
自
治
体
が
あ
ま
り
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
の
が
現
実
（無
知
？
ず
る
が

の
自
治
体
が
あ
ま
り
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
の
が
現
実
（無
知
？
ず
る
が

し
こ
く
な
い
？
使
い
方
を
知
ら
な
い
？
）


自
家
用
有
償
運
送
制
度
は
そ
の
極
端
な
例
（使
い
こ
な
す
ど
こ
ろ
か
自


自
家
用
有
償
運
送
制
度
は
そ
の
極
端
な
例
（使
い
こ
な
す
ど
こ
ろ
か
自

主
規
制
が
横
行
）

→
移
譲
を
希
望
す
る
自
治
体
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
？

→
む
し
ろ
移
譲
さ
れ
た
ら
よ
り
厳
し
く
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
う
る


制
度
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
な
、
自
治
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
急
務


今
の
制
度
の
「何
が
ム
ダ
」で
「何
が
必
要
」か
を
精
査
す
る
必
要

名
古
屋
大
学
加
藤
博
和

13
/0
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03

1


ニ
ー
ズ
が
あ
る
（移
動
制
約
者
）


そ
れ
に
対
し
て
既
存
の
輸
送
産
業
が
き
ち
ん
と
応
え
ら
れ
て
い
な
い

既
存
の
輸
送
産
業
が
き
ち
ん
と
応
え
ら
れ
て
い
な
い


ニ
ー
ズ
の
近
く
に
い
た
地
域
組
織
や
社
協
・N
P
O
が
や
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た


ニ
ー
ズ
の
近
く
に
い
た
地
域
組
織
や
社
協
・N
P
O
が
や
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た


し
か
し
、
そ
れ
が
輸
送
産
業
の
「掟
」を
破
る

輸
送
産
業
の
「掟
」を
破
る
も
の
だ
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
た


ニ
ー
ズ
も
輸
送
産
業
の
掟
も
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
結
局
、
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
が

必
要


こ
れ
を
「地
方
分
権
」

「地
方
分
権
」と
抱
き
合
わ
せ
で
制
度
化

と
抱
き
合
わ
せ
で
制
度
化
し
よ
う
と
し
た

→
現
実
に
い
る
移
動
制
約
者
を
助
け
る
こ
と
を
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
好
意

現
実

移
動
制
約
者
助

域
好

（共
助
）だ
け
に
頼
っ
て
い
て
い
い
の
か
？

→
公
的
政
策
で
の
担
保
（公
助
）も
必
要
・・
・「
サ
バ
イ
バ
ル
」戦
略
？

公
的
政
策
で
の
担
保
（公
助
）も
必
要

サ
イ

」戦
略
？

2
名
古
屋
大
学
加
藤
博
和
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地
域
住
民
組
織
が
運
営
・
運
行
。
こ
れ
ぞ
真
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
？

地
域
住
民
組
織
が
運
営
・
運
行
。
こ
れ
ぞ
真
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
？

水
尾
自
治
会
バ
ス

水
尾
自
治
会
バ
ス

（
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
水
尾
地
区
、

（
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
水
尾
地
区
、
19
66

19
66
年
よ
り
運
行

年
よ
り
運
行
））

•
運
賃
（一
般
・1
乗
車
）2
50
円

•
定
時
定
路
線
運
行

20
03
年
3月
に
旧
80
条
許
可

•
20
03
年
3月
に
旧
80
条
許
可

取
得
（そ
れ
ま
で
は
・・
・）

•
地
域
住
民
：世
帯
負
担
金

（1
,0
00
円
/世
帯
･月
）を
負
担

•
市
：運
行
費
補
助
（年
10
0万

円
を
上
限
）

約
30
世
帯
、
15
0人
弱
の
山
間
集
落
。

JR
嵯
峨
野
線
保
津
峡
駅
ま
で
4k
m

JR
嵯
峨
野
線
保
津
峡
駅
ま
で
4k
m

3
名
古
屋
大
学
加
藤
博
和

13
/0

7/
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住
民
・事
業
者
・自
治
体
が
協
働
し
て
「足
」を
確
保

住
民
・事
業
者
・自
治
体
が
協
働
し
て
「足
」を
確
保

郡
上
市
八
幡
町
小
那
比
（
お
な
び
）
地
区
乗
合
タ
ク
シ
ー

郡
上
市
八
幡
町
小
那
比
（
お
な
び
）
地
区
乗
合
タ
ク
シ
ー

事
業
主
体

自
主
バ

組
主
体

事
業
主
体

自
主
バ

組
主
体

（
事
業
主
体
：
小
那
比
自
主
バ
ス
運
行
組
合
、
運
行
主
体
：
郡
上
タ
ク
シ
ー
）

（
事
業
主
体
：
小
那
比
自
主
バ
ス
運
行
組
合
、
運
行
主
体
：
郡
上
タ
ク
シ
ー
）

19
87

19
87
年年
99月
運
行
開
始

月
運
行
開
始

八
幡
市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
過
疎
地
区
。
路
線
バ
ス
廃
止
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生
活
が
困
難
に

•
住
民
組
織
（自
主
バ
ス
運
行
組
合
）が
市
の
補
助
金
を
得
て
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運
行
委
託

利
用
者
は
運
行
組
合
か
ら
チ
ケ
ト
を
購
入
タ
ク
シ
会
社
に
予
約
し
て
利
用

•
利
用
者
は
運
行
組
合
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
。
タ
ク
シ
ー
会
社
に
予
約
し
て
利
用

•
運
行
ダ
イ
ヤ
：毎
週
月
・木
曜
日
（小
那
比
発
80
0ご
ろ
・市
役
所
前
発
14
00
）

4
名
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藤
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地
域
住
民
組
織
が
運
営
・
運
行
し
、
市
が
支
援
す
る
路
線
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

京
都
府
舞
鶴
市
自
主
運
行
バ
ス

地
域
住
民
：路
線
バ
ス
撤

（
19
73
.1
1に
最
初
の
運
行
が
開
始
）

•
地
域
住
民
：路
線
バ
ス
撤

退
や
定
期
航
路
廃
止
後
、

「バ
ス
運
行
協
議
会
」を
組

「
ス
運
行
協
議
会
」を
組

織
し
、
主
体
と
な
っ
て
運
行

（7
9条
許
可
）

•
市
：車
両
購
入
・運
行
助

成
。
ノ
ウ
ハ
ウ
支
援
。
運
転

者
講
習
実
施

者
講
習
実
施

P
ho

to
 M

.F
uk

um
ot

o

市
内
地
区
（協
議
会
）
運
行

ズ
あ
た
路
線
ダ
イ
ヤ
設
定

•
市
内
７
地
区
（協
議
会
）で
運
行
。
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
路
線
・ダ
イ
ヤ
設
定

※
市
内
主
要
幹
線
は
民
営
バ
ス

•
路
線
廃
止
後
運
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
と
が
あ
る

•
路
線
廃
止
後
、
運
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
と
が
あ
る

（必
要
性
は
、
負
担
を
考
慮
し
て
自
ら
判
断
す
る
）

名
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藤
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5

枝
光
や
ま
さ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

枝
光
や
ま
さ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
北
九
州
市

（
北
九
州
市
「
お
で
か
け
交
通
」

「
お
で
か
け
交
通
」
の
発
祥
、

の
発
祥
、
2
0
0
0

2
0
0
0
年年
1
0
1
0
月月
3
1
3
1
日
運
行
開
始
）

日
運
行
開
始
）


タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
地
域
に
運
行
を
提

運
行
主
体
：
光
タ
ク
シ
ー

運
行
主
体
：
光
タ
ク
シ
ー

案
し
、
市
も
協
力


地
域
・事
業
者
・市
の
「三
位
一
体
」

地
域
：運
営
委
員
会
を
組
織
し
運
行

地
域
：運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
運
行

形
態
検
討
、
利
用
促
進
、
協
力
金
負
担

事
業
者
：運
行
計
画
立
案
、
コ
ス
ト
削
減
、

サ
ー
ビ
ス
改
善

市
：住
民
と
事
業
者
と
の
調
整
、
運
行
へ

の
助
言
・支
援
（立
候
補
方
式
）

の
助
言
支
援
（立
候
補
方
式
）


乗
合
タ
ク
シ
ー
（運
賃
当
初
10
0円
、
後

に
15
0円
）に
よ
る
高
頻
度
・地
元
密
着

型
運
行
で
住
民
の
支
持
を
得
る

•
谷
底
に
商
店
街
急
斜
面
に
住
宅
地

P
ho

to
 M

.F
uk

um
ot

o

型
運
行
で
住
民
の
支
持
を
得
る


商
店
街
は
、
中
心
部
に
バ
ス
待
合
所
を

擁
し
、
す
ぐ
隣
の
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

谷
底
に
商
店
街
、
急
斜
面
に
住
宅
地

•
高
齢
化
進
展
、
ク
ル
マ
が
使
え
な
い
環

境
（車
庫
な
し
、
道
路
狭
隘
）

擁
す
ぐ
隣
大
規
模

モ
ー
ル
に
負
け
ず
賑
わ
い
を
保
つ

境
（車
庫
な
し
、
道
路
狭
隘
）

•
こ
の
ま
ま
で
は
商
店
街
も
住
宅
地
も
衰
退

6
名
古
屋
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学
加
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地
域
住
民
主
体
で
自
治
体
が
支
援
す
る
路
線
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

名
張
市
国
津
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
あ
ら
ら
ぎ
号
」

名
張
市
国
津
地
区
コ
ミ
ュ
テ
ィ
バ
ス
あ
ら
ら
ぎ
号
」

（
20
04
.9
.1
試
行
運
行
開
始
）

名
張
市
：7
9条
許

•
名
張
市
：7
9条
許

可
（市
営
有
償
運

送
）

送
）

•
地
区
の
運
行
協

議
会
：委
託
を
受

け
て
運
行

（費
用
：主
に
自
治

体
が
負
担

体
が
負
担

企
画
・運
行
：地

元
が
担
当
）

P
h

t
E

TO
K

元
が
担
当
）

•
車
両
：1
0人
乗
り
（普
通
免
許
で
可
）

•
ダ
イ
ヤ
：平
日
の
み
9便
（経
路
は
便
に
よ
っ
て
異
な
る
）

P
ho

to
   

E
TO

K

•
ダ
イ
ヤ
：平
日
の
み
9便
（経
路
は
便
に
よ
っ
て
異
な
る
）

•
運
賃
：1
6年
度
は
無
償
。
17
年
度
よ
り
10
0円
運
賃
化
。

7
名
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地
域
住
民
・
地
元
企
業
主
体
の

地
域
住
民
・
地
元
企
業
主
体
の
N
P
O

N
P
O
に
よ
る
路
線
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
路
線
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

「
生
活
バ
ス
よ
っ
か
い
ち
」

「
生
活
バ
ス
よ
っ
か
い
ち
」

（（
20
02
.1
1.
1

20
02
.1
1.
1運
行
開
始
）

運
行
開
始
） •
事
業
主
体
：N
P
O
法
人

事
業
主
体
：N
P
O
法
人

生
活
バ
ス
四
日
市
（地
元

住
民
＋
沿
線
企
業
）

•
運
行
主
体
：三
重
交
通

費
用
：運
賃
(１
)

費
用
：運
賃
(１
)

＋
沿
線
企
業
・病
院
の

協
賛
金
(６
)

20
02
.1
0.
27
出
発
式

協
賛
金
(６
)

＋
市
の
補
助
金
(３
)

•
発
案
か
ら
半
年
も
た
た
ず
に
運
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
（無
償
→
旧
21
条
）

•
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
発
想
（N
P
O
が
事
業
主
体
と
な
る
公

共
交
通
の
許
可
市
の
助
成
制
度
新
設
に
つ
な
が
る
）

共
交
通
の
許
可
、
市
の
助
成
制
度
新
設
に
つ
な
が
る
）

•
住
民
、
沿
線
企
業
・病
院
、
市
、
交
通
事
業
者
の
「心
」が
共
有
さ
れ
た

8
名
古
屋
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学
加
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
「地
域
の
」・
・・
そ
れ
ぞ
れ
が
確
保
す
る


「地
域
に
よ
る
」・
・・
で
き
る
人
が
や
る


「地
域
に
よ
る
」・
・・
で
き
る
人
が
や
る


「地
域
の
た
め
の
」・
・・
自
ら
必
要
性
を
考
え
る

→
過
去
に
も
そ
れ
は
で
き
た
し
、
必
要
な
ら
や
っ
た
。
し
か
し
「脱
法
」で

→
「合
法
」に
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
喚
起
す
る
仕
組
み
に
し
て
い
く
必
要


必
要
と
さ
れ
使
っ
て
い
た
だ
け
る
手
段
を
つ
く
り
出
す


そ
の
「担
い
手
」を
つ
く
り
出
す
（緑
で
も
白
で
も
で
き
れ
ば
だ
れ
で
も
よ
い
）


そ
の
「担
い
手
」を
つ
く
り
出
す
（緑
で
も
白
で
も
、
で
き
れ
ば
だ
れ
で
も
よ
い
）


使
う
人
も
担
う
人
も
、
そ
の
周
り
の
人
も
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
（ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
）

ス
モ
デ
ル
）


安
全
安
心
を
第
一
に
、
そ
し
て
低
廉
で
便
利
な
手
段
を
（企
画
・運
営
と
運

行
の
分
離
が
進
む
）

行
の
分
離
が
進
む
）
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
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・再
生
法
（

再
生
法
（0
707
年
）
年
）：
競
争
力
の
高
い
基
幹
モ
ー
ド
・結
節

点
整
備
へ
の
支
援
（コ
ミ
バ
ス
・デ
マ
ン
ド
普
及
で
は
な
い
）

点
整
備
へ
の
支
援
（コ
ミ
バ
ス
・デ
マ
ン
ド
普
及
で
は
な
い
）


改
正
道
路

改
正
道
路
運
送
法
（

運
送
法
（0
606
年
）

年
）：
地
域
が
支
え
う
る
支
線
・端
末
モ
ー
ド
整
備
と
福
祉

交
通
政
策
ツ
ー
ル
の
確
立
（コ
ミ
バ
ス
・デ
マ
ン
ド
・N
P
O
有
償
だ
け
で
は
な
い
）

→
ス
テ
ク
ホ
ル
ダ
会
議
：現
場
の
主
導
参
画
に
よ
る

→
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
議
：現
場
の
主
導
・参
画
に
よ
る

公
共
交
通
網
再
編
が
可
能
に

→
こ
れ
ら
新
し
い
仕
組
み
を
活
か
し
、
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に

資
す
る
交
通
計
画
戦
略
を
自
由
な
発
想
で
考
え
る

資
す
る
交
通
計
画
・戦
略
を
自
由
な
発
想
で
考
え
る


「固
定
観
念
に
満
ち
た
現
状
を
追
認
す
る
場
」で
な
く
「自
治
体
の
公
共
交
通
・

策
合
意
実
現

各
協

会
S
T
S
（福
祉
交
通
）政
策
の
合
意
と
実
現
の
場
」と
し
て
の
各
協
議
会

→
み
ん
な
が
意
識
を
共
有
し
、
生
産
的
に
議
論
す
る
場
に


『連
携
計
画
』に
よ
っ
て
、
地
域
間
「ア
イ
デ
ア
」競
争
が
活
発
化

→
魅
力
的
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
交
通
サ
ー
ビ
ス

10

こ
の
流
れ
の

こ
の
流
れ
の
中
、
タ
ク
シ
ー
と
自
家
用
有
償
運
送

中
、
タ
ク
シ
ー
と
自
家
用
有
償
運
送
がが
周
回
遅
れ
に

周
回
遅
れ
に

名
古
屋
大
学
加
藤
博
和

13
/0

7/
03

5協
議
会


地
域
公
共
交
通
会
議
（0
6年
改
正
道
路
運
送
法
）


自
家
用
有
償
運
送
運
営
協
議
会
（同
上
）


地
域
公
共
交
通
活
性
化
・再
生
法
定
協
議
会
（0
7年
地
域
公
共
交
通
活
性


地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
定
協
議
会
（0
7年
地
域
公
共
交
通
活
性

化
・再
生
法
）


タ
ク
シ
ー
協
議
会
（0
9年
タ
ク
シ
ー
適
正
化
・活
性
化
法
）


タ
ク
シ
協
議
会
（0
9年
タ
ク
シ
適
正
化
活
性
化
法
）


地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
協
議
会
（1
1年
補
助
金
交
付
要
綱
）

単
市
町
村
で
も
複
数
で
も
立
ち
上
げ
可
能
（タ
ク
シ
協
議
会
を
除
く
）

－
単
一
市
町
村
で
も
複
数
で
も
立
ち
上
げ
可
能
（タ
ク
シ
ー
協
議
会
を
除
く
）

－
現
場
委
員
も
含
め
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
議

－
公
開
原
則
と
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

－
議
決
に
よ
っ
て
運
行
の
基
準
が
緩
和
（一
種
の
「特
区
」）

議
決
に
よ
っ
て
運
行
の
基
準
が
緩
和
（
種
の
「特
区
」）

※※
か
な
り
高
級
な

か
な
り
高
級
な
道
具
。
使
い
こ
な
せ
る

道
具
。
使
い
こ
な
せ
る
か
ど
う
か
、

か
ど
う
か
、

市
町
村
の
戦
略
（意
識
と
能
力
）が
問
わ
れ
る

市
町
村
の
戦
略
（意
識
と
能
力
）が
問
わ
れ
る

11

市
町
村
の
戦
略
（意
識
と
能
力
）が
問
わ
れ
る
。

市
町
村
の
戦
略
（意
識
と
能
力
）が
問
わ
れ
る
。
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や
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
半
？
そ
も
そ
も
1つ
で
い
い
の
で
は
？




福
祉
部
局
が
事
務
局
に
な
る
能
力
・適
切
性
が
な
い
な
ら
し
な
け
れ
ば

よ
い
の
に
な
ぜ
か
事
務
局
に
し
て
い
る

よ
い
の
に
、
な
ぜ
か
事
務
局
に
し
て
い
る


バ
ス
廃
止
代
替
交
通
確
保
な
ら
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検
討
す
べ
き

な
の
に
自
家
用
有
償
運
送
運
営
協
議
会
で
議
論
す
る
例
が
あ
る

な
の
に
自
家
用
有
償
運
送
運
営
協
議
会
で
議
論
す
る
例
が
あ
る


自
家
用
有
償
運
送
運
営
協
議
会
と
地
域
公
共
交
通
会
議
を
合
併
も
し

く
は
同
時
開
催
し
て
い
る
例
あ
り
な
ぜ
や
ら
な
い
の
か

く
は
同
時
開
催
し
て
い
る
例
あ
り
。
な
ぜ
や
ら
な
い
の
か


ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
は
市
町
村
が
つ
く
っ
て
い
る
。
国
は
む
し
ろ
や
め
る
よ
う

指
導
し
て
い
る

指
導
し
て
い
る


運
送
の
対
価
の
「お
お
む
ね
1/
2」
は
目
安
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
大
半
の

自
治
体
が
な
ぜ
か
そ
れ
を
守
て
い
る

自
治
体
が
な
ぜ
か
そ
れ
を
守
っ
て
い
る


手
続
き
し
か
や
ら
ず
、
運
送
の
実
情
に
つ
い
て
吟
味
し
な
い

→
こ
の
体
た
ら
く
で
は
自
治
体
は
胸
を
張
っ
て
移
譲
を
受
け
ら
れ
な
い
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12

タ
ク
シ
会
社
と

タ
ク
シ
会
社
と
N
P
O

N
P
O
団
体
の
言
い
合
い
の
場
？

団
体
の
言
い
合
い
の
場
？


タ
ク
シ
ー
会
社
と

タ
ク
シ
ー
会
社
と
N
P
O

N
P
O
団
体
の
言
い
合
い
の
場
？

団
体
の
言
い
合
い
の
場
？


N
P
O
「小
さ
い
話
で
目
く
じ
ら
立
て
る
な
」
タ
ク
シ
ー
会
社
「一
事
が
万
事
」

た
だ
し
「ど
こ
ま
で
が
緑
で
ど
こ
ま
で
が
白
か
」は
本
質
的
な
問
題
（自
治
体
で
判
断


た
だ
し
、
「ど
こ
ま
で
が
緑
で
ど
こ
ま
で
が
白
か
」は
本
質
的
な
問
題
（自
治
体
で
判
断

で
き
る
か
？
）


す
っ
た

す
っ
た
も
ん
だ
の
上
に
認
定
し
て
も
移
動
制
約
者
の
１％
も
救
え
て
い
な
い

も
ん
だ
の
上
に
認
定
し
て
も
移
動
制
約
者
の
１％
も
救
え
て
い
な
い


す
っ
た

す
っ
た
も
ん
だ
の
上
に
認
定
し
て
も
移
動
制
約
者
の
％
も
救
え
て
い
な
い

も
ん
だ
の
上
に
認
定
し
て
も
移
動
制
約
者
の
％
も
救
え
て
い
な
い

こ
と
に
気
づ
い
て
ア
然

こ
と
に
気
づ
い
て
ア
然


「本
来
の
主
役
」高
齢
者
・障
が
い
者
団
体
の
方
が
、
申
請
N
P
O
団
体
に
使
い
方
を

き
る
状
態

き
い
て
い
る
状
態


病
院
等
に
行
く
と
目
に
付
く
が
、
利
用
状
況
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
実
は
カ
バ
ー
率
は
高

く
な
い
（と
い
う
こ
と
は
、
潜
在
的
な
市
場
が
あ
る
）

く
な
い
（と
い
う
こ
と
は
、
潜
在
的
な
市
場
が
あ
る
）


い
っ
た
い
だ
れ
の
た
め
に
・・
・


実
は
、
だ
れ
も
こ
の
協
議
会
の

実
は
、
だ
れ
も
こ
の
協
議
会
の
趣
旨
と
進
め
方
を

趣
旨
と
進
め
方
を
理
解
し
て
い
な
い

理
解
し
て
い
な
い
？？

実
、
だ
れ
も

協
議
会

実
、
だ
れ
も

協
議
会
趣
旨
と
進
め
方
を

趣
旨
と
進
め
方
を
解
て
な

解
て
な
？？
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【
主
宰
者
】

市
区
町
村
（
複
数
市
区
町
村
共
同
、
都
道
府
県
も
可
）

【
構
成
員
】

地
域
公
共
交
通
会
議

「
市
町
村
の
公
共
交
通
を

「
市
町
村
の
公
共
交
通
を

市
町
村
が
自
ら
決
め
る
」

市
町
村
が
自
ら
決
め
る
」

【
構
成
員
】

市
区
町
村
、
住
民
代
表
、
利
用
者
代
表
、
都
道
府
県
、
地
方
運
輸
局
（
又
は
支
局
）
、

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
（
又
は
そ
の
団
体
）
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に

係
る
労
働
組
合
の
代
表
者
、
道
路
管
理
者
、
都
道
府
県
警
察
、
学
識
経
験
者

等

（
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
）
（
※
事
案
に
よ
っ
て
構
成
員
を
変
更
し
て
分
科
会
形
式
と
す
る
こ
と
も
可
）

市
町
村
が
自
ら
決
め
る
」

市
町
村
が
自
ら
決
め
る
」

た
め
の
場
（
特
区

た
め
の
場
（
特
区
））

•
地
域
と
し
て
必
要
な
路
線
を
自
ら
協

【
目
的
】

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
乗
合
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
運
行
形
態
（
市
町
村
運
営
バ
ス

の
必
要
性
を
含
む
）
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
運
賃
等
に
つ
い
て
協
議
。
必
要
に
応
じ

て
、
例
え
ば
地
域
の
交
通
計
画
を
策
定

・
輸
送
の
安
全
、
旅
客
の
利
便
の
確
保
方
策
等
を
説
明
（
地
方
運
輸
局
に
お
い
て
審
査
）

地
域
と
し
て
必
要
な
路
線
を
自
ら
協

議
し
認
定
す
る
こ
と
で
、
各
種
許
可

が
簡
略
化
・弾
力
化
（運
賃
・路
線

設
定
・使
用
車
両
な
ど
）

事
業
者
へ
委
託
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合

事
業
者
に
よ
る
こ
と

が
困
難
な
場
合

更 新 ・ 変 更

設
定
使
用
車
両
な
ど
）

•
一
般
乗
合
路
線
な
ら
な
ん
で
も
認
定

で
き
る

•
デ
マ
ン
ド
運
行
タ
ク
シ
ー
車
両
利

79
条
（
旧
80
条
）に
基
づ
く

自
家
用
自
動
車
に
よ
る

有
償
運
送
（
市
町
村
運
営
バ
ス
）

＜
登
録
（
更
新
制
）＞

新
4条
に
基
づ
く
乗
合
事
業
者
に
よ
る
運
送

（
旧
21
条
コ
ミ
バ
ス
等
含
む
）

＜
事
業
認
可
又
は
事
業
計
画
変
更
認
可
＞

更
•
デ
マ
ン
ド
運
行
、
タ
ク
シ
ー
車
両
利

用
も
位
置
付
け

•
た
だ
し
、
「有
償
運
送
は
基
本
的
に

緑
ナ
ン
バ
が
担
う
」「
ど
う
し
よ
う
も

○
輸
送
の
安
全
・
利
便
の
確
保

・
一
定
の
講
習
の
修
了
（
運
転
者
）

・
運
行
管
理
体
制
、
事
故
処
理
体
制

・
運
送
の
対
価
の
掲
示
義
務

等

○
事
後
チ
ェ
ッ
ク

○
運
賃
認
可
の
届
出
化

○
道
路
管
理
者
・
警
察
へ
の
意
見
照
会
の
簡
便
化

○
標
準
処
理
機
関
の
短
縮

路
線
変
更
認
可
の
迅
速
化

等

緑
ナ
ン
バ
ー
が
担
う
」「
ど
う
し
よ
う
も

な
い
と
き
の
み
白
ナ
ン
バ
ー
が
担
う
」

と
い
う
大
原
則
は
堅
持

○
事
後
チ
ェ
ッ
ク

・
事
業
改
善
命
令
、
行
政
処
分

等
・
路
線
変
更
認
可
の
迅
速
化

等

14

•
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
自
治
体
、
安
全
安

心
は
国
、
と
い
う
分
担
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H
市
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
無
償
福
祉
バ
ス
も
含
め
た
検
討


H
市
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
無
償
福
祉
バ
ス
も
含
め
た
検
討


路
線
バ
ス
・コ
ミ
バ
ス
も
含
め
て
市
内
生
活
交
通
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応


M
市
：
各
地
区
が
運
営
協
議
会
を
設
け
て
運
行
す
る
路
線
の
協
議


M
市
：
各
地
区
が
運
営
協
議
会
を
設
け
て
運
行
す
る
路
線
の
協
議


地
区
で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
な
い
と
路
線
を
引
か
な
い
（立
候
補
方
式
）


協
議
会
代
表
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
定
期
的
に
路
線
の
状
況
や
地
域

の
取
り
組
み
を
報
告

の
取
り
組
み
を
報
告


T
市
：
路
線
バ
ス
･定
期
船
を
一
元
的
に
見
直
し


路
線
・ダ
イ
ヤ
・運
賃
制
度
改
善
（路
線
バ
ス
の
ま
ま
コ
ミ
バ
ス
化
）


路
線
ダ
イ
ヤ
運
賃
制
度
改
善
（路
線
バ
ス
の
ま
ま
コ
ミ
バ
ス
化
）


バ
ス
－
船
の
連
携
強
化
。
連
携
計
画
（後
述
）と
し
て
実
施


T
町
：
民
営
バ
ス
と
コ
ミ
バ
ス
の
連
携
策
を
協
議


T
町
：
民
営
バ
ス
と
コ
ミ
バ
ス
の
連
携
策
を
協
議


乗
継
可
能
な
バ
ス
停
を
新
設
し
、
行
け
る
地
域
を
広
げ
る


公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
の
た
め
、
民
営
バ
ス
の
停
留
所
増
設
を
協
議
し
実
現

（協
議
停
留
所
？
）

（協
議
停
留
所
？
）


K
郡
：
3町
村
一
体
と
な
っ
た
バ
ス
網
の
見
直
し
民
営
バ
ス
と
コ
ミ
バ
ス
の
連
携
策
を
協
議


町
村
営
バ
ス
が
相
互
乗
り
入
れ
し
、
乗
換
不
要
に


町
村
営
ス
が
相
互
乗
り
入
れ
し
、
乗
換
不
要
に


民
営
バ
ス
・タ
ク
シ
ー
・自
家
用
有
償
運
送
も
含
め
、
域
内
移
動
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
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